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ちばん多く，次いで暑いとき (45%)・積雪時 (35%)・寒い時 (34%)・重労働時 (24%)・強風



































は下刈り作業 (27%)・伐木作業 (23%)・枝打ち作業 (42%) を除いた作業では， きついと答え
た人の割合よりも多い。しかしながら，これらのことから，苗畑作業以外の作業は楽しいもので
なく，きついとみる人が多いようだ。





















危険と答えた人の割合が特に多かった作業は，伐木作業 (84%) ・枝打ち作業 (78%) ・下刈
り作業 (70%)であり，その他にも集材作業 (68%)・間伐作業 (61%)・造材作業 (59%)・運
材作業 (51%)があり，いずれも50%を超えるものであった。それに対して，苗畑作業 (0%)・
植林作業 (13%)・土木作業 (17%) は危険と答えた割合が低く，安全と答えた割合が苗畑作業



















































































































































































































































(人)2 6 7 
男性よりも女性の方が不利な作業はありますか









合に過ぎない。これを男女の回答者別に比較してみると，苗畑作業 (男性 :80%，女性:69%) 






























































































































































































267 4 1 1 116 9 8 2 7 8 3 
就労者の年齢
保険 ・保障の安心度と就労者の年齢との関係図18
以上のことより，就労者の考える，若者にとって最も必要だと思われる労働条件に保険・保障
これは現在の就労者で保険 ・保障に満足している人が少ないからであの充実があげられている。
普通と考えている人も多し、。また，年齢が増すにつれて保険や保
また，収入に関しても不満を持つ人は多いけれども，
そのためであろうか，収入の多さよりも安定した収入のほうが望まれて
障への不安感も減少していく 傾向にある。
普通と考える人も多い。
しかし，ろうと考えられるが，
いる傾向がみられた。
